
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ6

目標 880,500 940,500 1,000,500 1,120,500

実績 761,700 488,300

達成率 55.5%

目標 8,900 9,300 9,700 10,500

実績 8,671 9,116

達成率 102.4%

目標 800 850 900 1,000

実績 724 614

達成率 76.8%

目標 1,524 1,554 1,584 1,644

実績 1,440 1,434

達成率 94.1%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

コード Ⅰ-3-6 施策名 高齢者の生きがいづくりへの支援

施策の
方針

高齢者がいきいきと安心して生活する

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

高齢者支援課 田中　美智子 1150
（令和２年度）

2.52 2.10

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

Ｒ5

まちづくり
の方針 生活の土台を築き、笑顔あふれる市民が暮らすまち（健康福祉）

５年後の
めざす姿

元気な高齢者が増え、さまざまな能力を活かして楽しく社会参加できる環境が整い、意欲と行動力が継続できるよう支援します。高齢者が自
発的に介護予防を行い、地域の生きがいや、健康づくりなどを促進できる地域の拠点づくりや組織の育成・支援を行います。高齢者が住み慣
れた地域で生きがいを持って、元気に安心して暮らせるまちをめざします。

施策の
内容

・　高齢者が地域で活躍できる環境づくりとして、老人クラブやサロン活動などを支援します。
・　地域活動を支援するため、介護予防サポーターの人材育成を行うなど、高齢者もボランティア活動に参加できる仕組みを整備します。
・　高齢者の生活支援や見守り体制の充実のため、地域におけるボランティア活動等の推進に取り組みます。
・　認知症の正しい知識を広げ、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりのため、認知症サポーター養成講座や家族の支援を推進
　　します。

認知症サポーター数【累計】
認知症サポーター養成講座
受講者数

人
10,100

お達者長生きボランティアの活動
ポイント数
※(1時間100ポイント)

年度末のポイント転換申請
ポイント

1,060,500

高齢者サロンの参加実人数 高齢者サロン実績報告
人

1,614

介護予防サポーター派遣回数
健康教室等に介護予防サ
ポーターが派遣された回数

回数
950

令和２度実施のアンケート結果では、必要度」が低く、「満足
度」が高い「見直し領域」に位置しており、目標達成の状況や
サービスの供給量を検証する必要があります。

市民意識調査
結果分析

令和２度実施のアンケート結果では、「必要度」が低く、「満足
度」が高い「見直し領域」に位置しており、サロン活動など通
いの場の充実やボランティア活動など、高齢者が生き生きと
安心して生活できる環境が整ってきていると思われます。高
齢者にとって何が生きがいにつながる施策か引き続き検討
しながら取り組んでいきます。

令和3年度以降
の課題

高齢者が楽しく参加でき活躍できる活動の場を増やしていくことや、地域での介護予防活動の仕組みを整えることが必要で
す。また、地域での活動を支援する介護予防サポーターの人材の育成については、養成講座の応募人数の減少が続いており、
地域でのボランティアの掘り起こしが求められます。
認知症については、引き続き正しい知識の普及啓発を図り、認知症の人や家族支援のためオレンジカフェの開設増やボラン
ティアの育成を進めていくことが必要です。

指標の分析

新型コロナウイルス感染症拡大のため、予定していたサロン活動等が一時的に休止したり自粛などが行われたため、お達者長
生きボランティアや介護予防サポーターの活動実績が減少しています。感染対策に十分配慮し、地域での高齢者の生きがい活
動の継続に努めていく必要があります。また、認知症サポーター養成講座は、学校でのリモート開催等感染対策を講じて実施
したことがサポーターの増加に繋がっています。

市民意識調査
結果

（R２調査）

領域名 必要度 満足度

見直し領域

1.50

1.65

1.80

1.95

2.10

2.25

2.40

2.00 2.15 2.30 2.45 2.60 2.75 2.90

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

2.00

2.53

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R1年度
実績

R2年度
実績

R3年度
見込み

1
高齢者
支援課

4,532 4,123 4,617 継続

2
高齢者
支援課

14,116 12,505 11,263 継続 ○

3
高齢者
支援課

3,271 3,153 3,000 継続

4
高齢者
支援課

○ 997 466 1,925 重点継続

5
高齢者
支援課

○ 39 44 477 重点継続

6
高齢者
支援課

4,978 4,075 5,400 継続

7
高齢者
支援課

4,617 4,029 5,469 継続

8
高齢者
支援課

144,288 145,902 145,902 継続 ○

9
高齢者
支援課

○ 3,162 4,090 5,995 継続

10
高齢者
支援課

3,460 2,886 4,776 継続

183,460 181,273 188,824 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

老人クラブ活動助成事業
市老人クラブ連合会及び地域老人ク
ラブへの活動助成

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）

お達者長生きボランティ
ア制度

高齢者が行うボランティア活動にポ
イントを付与し、ポイントを現金や商
品券に交換する制度

認知症予防・認知症対策
認知症予防を図るとともに、正しい
認知症啓発と家族への支援等

老人憩の家等施設改修
事業

老人憩の家等を高齢者が利用しやす
い施設とするための改修工事

在宅高齢者住宅改造助
成事業

高齢者が自宅で安心して生活できる
よう、住宅の改造費用の一部を助成

養護老人ホーム「安生寮」
指定管理事業

養護老人ホーム「安生寮」の指定管理
による委託

高齢者サロン活動支援事
業

地区公民館等で、運動や体操などを
行い介護予防につながる活動を支
援します。

はり・きゅう・あんま施術
料助成事業

はり・灸・あんまの施術料を助成する
ことにより、健康保持及び増進を図
る

配食サービス
調理を行う事が困難な高齢者に栄
養バランスのとれた食事を届けるこ
とで栄養改善と安否確認を行う

高齢者は取り組み内容に応じてとなるが、できるところは自助とし、どこまで支援を行うかが政策のポイント
となる。できるだけ受益者負担しながら、活動が充実するよう努めることも必要。
老人クラブやサロン活動などの地域での活動が活発に行われるようにするためには、リーダーの存在が大切
となり、リーダーの現状を把握しながら、新たなリーダーを見つけ、育成することでが大切。

維持

介護保険法の事業の中で、高齢者が積極的に自ら介護予防に取り組み、生きがいや健康づくりなどを促進できるよう、引き続き環境整備や仕組みづくり
に取り組んでいきたい。地域の実情に応じた地域活動を支援するため、介護予防サポーターやボランティアなどの人材育成をすすめている。

評価のコメント 外部評価

内部評価

指標の一部は目標未達成なものの、継続した取り組みを行う施策であると評価。目標を達するため、現状維持
とする

地域介護予防活動支援
事業

地域振興協議会等へ委託により介護
予防事業を実施します。

合計

進捗状況
介護保険の理念である自立支援・重度化防止に高齢者が自ら取り組み、地域で、生きがいを持って生活できるようボラ
ンティアやサポーターとして活動でき、社会参加できる体制を支援し維持していきます。また、高齢になっても、認知症
になっても安心して生活できるよう取り組みを進めていきます。

課長評価

概ね順調
目標を達するため、

現状維持とする


